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☆
沖
縄
の
心
は
戦
争
に
つ
な
が
る
も
の
を
拒
否
す
る

沖
縄
が
日
本
「
復
帰
」

年
の
区
切
り
を
５
月

日
に
迎
え
ま
し
た
。

50

15

琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
の
中
で
、
最
も
悲
惨
な
出
来
事
が
１
９
４
５
年
（
昭
和

年
）
３
月
か
ら
９
月
ま
で
、

20

日
本
敗
戦
後
も
続
い
た
「
沖
縄
戦
」
で
し
た
。
米
軍
が
沖
縄
に
上
陸
し
ま
し
た
。
日
本
軍
は
住
民
を
守
ら
ず
！

万
人
以
上
、
何
と
沖
縄
の
人
口
の
４
分
の
１
の
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

20
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
犠
牲
者
た
ち
、
人
々
の
嘆
き
、
が
れ
き
と
な
っ
た
街
並
み
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

沖
縄
に
今
な
お
、
米
軍
基
地
が
集
中
（
国
土
の
０
・
６
％
し
か
な
い
沖
縄
に

％
の
米
軍
基
地
）
し
か
も
自
衛
隊

70

が
沖
縄
本
島
の
み
な
ら
ず
琉
球
諸
島
全
体
に
配
置
さ
れ
て
い
る
現
実
を
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
の
歴
史
・
過
去
に
目
を
注
い
で
反
省
す
る
心
こ
そ
大
切

◆
１
４
２
９
年
「
琉
球
王
朝
」
が
成
立
、
中
国
、
日
本
な
ど
と
の
貿
易
国
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

１
６
０
９
年
、
薩
摩
藩
が
侵
略
、
１
８
７
９
年
（
明
治

年
）
「
沖
縄
県
」
と
さ
れ
ま
し
た
（
琉
球
処
分
）
。
「
嘆
く
な
臣
下
、

11

命
ど
ぅ
宝
」
、
命
を
捨
て
て
戦
う
な
、
平
和
の
世
を
待
ち
望
み
、
命
こ
そ
大
切
に
！
」
と
最
後
の
王
が
語
り
ま
し
た
。

ぬ
ち

◆
し
か
し
、
沖
縄
に
も
皇
民
化
教
育
が
浸
透
、
琉
球
の
文
化
・
言
葉
を
「
恥
の
文
化
」
と
教
え
ら
れ
、
沖
縄
の
人
々
も
「
よ
き
日

本
人
に
な
ろ
う
」
と
し
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
３
月
よ
り
、
壮
絶
極
ま
る
「
沖
縄
戦
」
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
兵
は
住
民
を
守
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
は
米
兵

を
恐
れ
て
、
集
団
強
制
死
（
集
団
自
決
）
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

◆
日
本
の
敗
戦
後
、
沖
縄
は
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

米
軍
は
、
住
民
を
収
容
所
に
強
制
隔
離
し
て
土
地
を
奪
い
、
普
天
間
基
地
な
ど
基
地
を
次
々
に
建
設
し
ま
し
た
。

１
９
４
７
年
５
月
、
日
本
国
憲
法
、
前
文
・
第
９
条
は
「
沖
縄
抜
き
」
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

何
と
、「

年
、

年
以
上
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
占
領
を
ゆ
る
す
」
と
、
天
皇
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

25

50

１
９
５
２
年
４
月

日
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
」
。
日
本
の
独
立
と
引
き
換
え
に
、
沖
縄
は
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

28

米
軍
統
治
と
さ
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
戦
争
の
さ
な
か
、
さ
ら
に
民
有
地
を
奪
っ
て
基
地
が
拡
大
、
続
い
て
「
核
」
が
沖
縄
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
こ
と
が
、
本
土
の
人
々
に
隠
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
沖
縄
か
ら
出
撃
、
米
兵
に
よ
る
犯
罪
や
事
故
、
核
問
題
な
ど
が
続
き
、
沖
縄
の
人
々
か
ら
、
平
和
憲
法
の

も
と
日
本
へ
復
帰
す
る
声
が
叫
ば
れ
、
大
集
会
（

～

万
人
）
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

10

15

◆
１
９
７
２
年
５
月

日
、

年
前
に
日
本
復
帰
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
政
府
の
密
約
に
よ
り
、
沖
縄
の
人
の

15

50

願
い
は
封
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
続
く
中
で
、
米
国
の
軍
事
政
策
へ
の
日
本
の
協
力
で
あ
り
、
沖
縄
米
軍
基
地
の

完
全
な
自
由
使
用
、
米
軍
基
地
を
守
る
た
め
の
自
衛
隊
の
沖
縄
配
備
で
し
た
。

◆
現
在
、
自
衛
隊
が
琉
球
諸
島
全
域
に
配
備
さ
れ
、
米
軍
と
一
体
の
訓
練
が
行
わ
れ
る
に
到
っ
て
い
ま
す
。

や
ん
ば
る
の
森
・
高
江
に
ヘ
リ
パ
ッ
ト
基
地
、
続
い
て
辺
野
古
・
大
浦
湾
に
新
た
な
基
地
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
現
実
の
中
で
、
沖
縄
の
心
と
は

◆
「
台
湾
有
事
」
の
危
機
が
語
ら
れ
、
防
衛
費
を
こ
れ
ま
で
の
２
倍
も
の
増
額
！
「
全
世
界
の
国
民
が
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す

る
権
利
を
有
す
る
」
と
宣
言
し
た
憲
法
前
文
の
精
神
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
、
第
九
条
に
自
衛
隊
を
併
記
す
る
改
憲
の
動
き

が
あ
ら
わ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
政
府
の
沖
縄
振
興
政
策
が
前
面
に
出
さ
れ
、
沖
縄
の
多
く
の
人
も
基
地
問
題
が
後
回
し
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
手
厚
い
振
興
策
が
施
さ
れ
て
も
、
戦
場
と
な
れ
ば
人
命
を
含
め
す
べ
て
無
に
帰
し
ま
す
。

◆
今
こ
そ
、
沖
縄
の
人
々
と
共
に
、
沖
縄
の
歴
史
・
過
去
に
目
を
注
い
で
反
省
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
沖
縄
の
心
と
は
、

戦
争
に
つ
な
が
る
も
の
を
拒
否
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
「
沖
縄
の
心
」
を
も
っ
て
平
和
行
進
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
六
月
十
二
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
６
４
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
前
文

全
世
界
の
国
民
が
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る

・
・
・
日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理

想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、

わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制

と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お
い

て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
・
・
・
日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
る
理
想
と

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
。

憲
法
第
九
条
〔
戦
争
の
放
棄
〕

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い


